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芦北水俣管内において団体で初受賞

  12　子ども医療費／後期高齢者医療保険料
  13　介護保険料／芦北に残る文化遺産
  14　保健センターだより
  15　町職員人事異動 
  16    お知らせ

◎もくじ（2012 年４月号）
　2　葦北鉄砲隊「くまもと県民文化賞受賞」
　3　クマモト・オイスター／消防点検
    4　平成 24 年度予算
    8　まちのわだい
  10　文化振興奨励賞・スポーツ賞交付式

  18    警察署／消防署
  19　書◇短歌／出生・おくやみ
  20　給食センター完成
　　　／星野富弘美術館だより

葦北鉄砲隊

！
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▲ 475 人の消防団員が結集しました

　

葦
北
鉄
砲
隊
が
地
域
文
化
の
振
興
に
貢

献
す
る
活
動
を
行
っ
た
個
人
や
団
体
に
贈

ら
れ
る
「
く
ま
も
と
県
民
文
化
賞
」
を
受

賞
し
、
２
月
28
日
に
県
庁
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
平
成
２
年
に
始
ま
り
今
回
で

22
回
目
。
芦
北
町
関
係
者
で
は
、
平
成
12

年
に
肥
後
三
郎
弓
の
制
作
者
の
松
永
重
昌

さ
ん
（
白
石
）、
平
成
16
年
に
う
た
せ
船

船
大
工
の
山
下
末
長
さ
ん
（
計
石
西
）
が

受
賞
し
て
い
ま
す
。

短
期
間
の
活
動
で
異
例
の
受
賞

　

今
回
は
葦
北
鉄
砲
隊
の
ほ
か
に
牛
深
ハ

イ
ヤ
保
存
会
な
ど
１
個
人
、
１
団
体
が
地

域
文
化
活
動
部
門
で
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
熊
本
県
内
外
で
音
楽
を
中
心
に
活
動

す
る
演
歌
歌
手
の
八
代
亜
紀
さ
ん
が
特
別

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

葦
北
鉄
砲
隊
は
平
成
15
年
10
月
に
結
成

し
、
今
年
で
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
何

十
年
と
永
き
に
わ
た
る
活
動
が
認
め
ら
れ

た
受
賞
者
の
中
で
、
創
隊
９
年
目
で
の
受

賞
は
快
挙
で
す
。
江
戸
時
代
に
熊
本
藩
の

防
衛
を
担
っ
て
い
た
「
葦
北
御
郡
筒
（
あ

し
き
た
お
ご
お
り
づ
つ
）」
の
火
縄
銃
砲

術
を
復
活
し
、
県
内
外
に
お
い
て
演
武
を

披
露
す
る
な
ど
伝
統
文
化
の
保
存
継
承
と

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

葦
北
鉄
砲
隊
は
、
隊
員
数
は
33
人
で
年

間
50
回
程
度
の
演
武
を
披
露
し
て
い
ま

す
。現
在
ま
で
熊
本
城
築
城
４
０
０
年
祭
、

山
口
県
で
の
国
民
文
化
祭
、
イ
ギ
リ
ス
や

韓
国
な
ど
国
内
外
各
地
で
演
武
を
行
い
、

芦
北
が
誇
る
伝
統
文
化
と
し
て
、
ま
た
日

本
古
来
の
伝
統
文
化
と
し
て
伝
え
て
い
ま

す
。海

外
で
も
堂
々
と
演
武

　

表
彰
式
で
蒲
島
知
事
は
「
こ
の
県
民
文

化
賞
は
わ
が
県
民
の
誇
り
と
な
る
人
た
ち

に
贈
ら
せ
て
い
た
だ
く
賞
。
こ
れ
ま
で
に

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
葦
北
鉄
砲
隊
の
活

躍
を
見
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
行
わ
れ
た

『
く
ま
も
と
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
』
で
は
全

国
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
人
た
ち
が
皆
さ

ん
の
演
武
を
楽
し
ま
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
「
県
民
文
化
賞

を
貰
う
と
公
的
に
認
め
ら
れ
た
存
在
に
な

り
ま
す
ね
」
と
蒲
島
知
事
か
ら
尋
ね
ら
れ

た
葦
北
鉄
砲
隊
の
平
江
隊
長
は
「
海
外
で

演
武
す
る
際
に
は
公
的
に
認
め
ら
れ
た
団

体
な
の
か
と
聞
い
て
く
る
。
こ
の
賞
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
堂
々
と
演
武
が
で
き
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

演
武
に
よ
る
伝
統
文
化
の
継
承
だ
け
で

は
な
く
、
教
育
現
場
へ
の
出
前
講
座
や
芦

北
町
の
親
善
大
使
と
し
て
町
の
Ｐ
Ｒ
活

動
、
観
光
宣
伝
活
動
も
行
っ
て
い
る
葦
北

鉄
砲
隊
。
こ
の「
く
ま
も
と
県
民
文
化
賞
」

の
受
賞
に
よ
り
今
後
の
活
躍
が
ま
す
ま
す

期
待
さ
れ
ま
す
。

　この度は、栄誉ある賞をいただき感謝しています。思い起こ
せば９年前、竹﨑町長の「この町に実在した鉄砲隊を作ろう」
という一言から始まりました。復元するからには本物でなけれ
ばならないという信念のもと、熊本藩の使用した砲術を習得し
ました。それから多くのイベントで演武を披露してきました。
　私たちが誇りを持って郷土の伝統文化を継承していけるの
も、芦北町の皆様の温かいご理解とご支援のたまものであると
深く感謝しています。今後とも葦北鉄砲隊の合言葉「情熱と献
身」で故郷の伝統文化を誇りを持って継承し、芦北町の PR も
積極的に行い、芦北町のために貢献してまいります。 葦北鉄砲隊　平

ひ ら え

江大
だいはち

八隊長

「情熱と献身」の精神で頑張ります

町
を
守
る
消
防
団

▲小型ポンプ操法の部　優勝　
　第２分団（田浦、横居木）

　
「
ク
マ
モ
ト
・
オ
イ
ス
タ
ー
」
が
芦
北

町
で
養
殖
に
成
功
し
、
３
月
12
日
か
ら
出

荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
ク
マ
モ
ト
・
オ
イ
ス
タ
ー
」
は
戦
後
、

熊
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
・
養
殖
さ
れ

人
気
と
な
っ
た
高
級
カ
キ
で
す
。
県
内
で

は
生
産
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
熊
本

県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
が
平
成
21
年
に
稚

貝
の
大
量
生
産
に
成
功
。
昨
年
、
天
草
市

な
ど
か
ら
約
半
世
紀
ぶ
り
に
出
荷
を
し
た

幻
の
カ
キ
で
す
。　

新
た
な
特
産
品
出
荷
　

新
た
な
特
産
品
を
模
索
し
て
い
た
芦
北

漁
協
が
２
年
前
か
ら
養
殖
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
芦
北
漁
協
は
こ
れ

ま
で
カ
キ
の
養
殖
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

な
く
、
養
殖
方
法
に
つ
い
て
の
情
報
が
少

な
か
っ
た
の
が
原
因
で
、
１
年
目
は
ほ
と

ん
ど
の
カ
キ
が
死
ん
で
し
ま
い
出
荷
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
１
年
目
の
失
敗
を
教
訓

に
、
養
殖
に
成
功
し
た
苓
北
町
へ
視
察
研

修
に
行
き
、情
報
や
養
殖
技
術
を
習
得
し
、

カ
キ
を
洗
浄
し
た
り
海
水
温
度
を
測
定
す

る
な
ど
念
入
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
約
２
，
０
０
０
個
の
養
殖
に
成

功
し
ま
し
た
。

　

初
出
荷
を
前
に
、
３
月
６
日
、
観
光
う

た
せ
船
休
憩
所
で
町
内
の
旅
館
や
飲
食
店

の
代
表
ら
を
招
き
、
試
食
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
試
食
し
た
参
加
者
は
「
普
段
食
べ

て
い
る
カ
キ
よ
り
も
味
が
濃
く
磯
の
い
い

香
り
が
す
る
。
海
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
ギ
ュ
ッ

と
凝
縮
し
た
お
い
し
さ
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
同
漁
協
の
八
里
組
合
長
は
「
さ
ら

に
養
殖
の
研
究
を
重
ね
て
生
産
量
を
増
や

し
、
芦
北
町
の
特
産
品
と
し
て
売
り
出
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　

店
頭
で
は
１
個
約
５
０
０
円
も
す
る
ク

マ
モ
ト
・
オ
イ
ス
タ
ー
。
足
赤
エ
ビ
や
太

刀
魚
な
ど
の
芦
北
の
海
の
幸
に
「
ク
マ
モ

ト
・
オ
イ
ス
タ
ー
」
と
い
う
新
た
な
特
産

品
が
加
わ
り
ま
し
た
。

▲小型ポンプ操法の部　２位　
　第７分団（丸米、古石、高岡、豊岡、
　　　　　　大川内）

　

芦
北
町
消
防
団
の
消
防
点
検
は
、
３
月

11
日
、
地
域
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
や
町
関
係
者
な

ど
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止

し
た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
会
場
で
は
分
列
行
進
、
規
律
競
技

に
引
き
続
き
保
育
園
児
、
幼
稚
園
児
の
通

常
点
検
と
放
水
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
消
防
団
員
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法

競
技
も
実
施
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技
の

上
位
２
チ
ー
ム
は
７
月
に
開
催
予
定
の
郡

操
法
大
会
に
町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

▲規律競技の部　優勝　
　第８分団（白木、塩浸、天月、白石、
　　　　　　告、大野、市野瀬、国見）

▲クマモト・オイスターは一般に店頭に並ぶマガキよりも
　小型のカキ。正式名はシカメガキ

創隊９年目での快挙

日
頃
の
訓
練
成
果
を
披
露

受
賞
式
に
参
上
で
き
な
か
っ
た
隊
員
の
皆
さ
ん

城下町くまもと時代絵巻
　（３月31日、熊本城にて）
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平成 24 年度
　　芦北町の 　　　　 当初予算

4,526 万円 1千円167億
町民の皆さんの安全・安心を守り、住みやすい芦北町をつ
くるための新年度予算がスタートしました。町にはどのよ
うな財源があり、どのように使われるかを説明します。

　

一
般
会
計
と
は
、
町
の
行
政
運
営
に

必
要
と
な
る
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し

た
会
計
の
こ
と
で
す
。
予
算
額
は
平
成

23
年
度
と
比
較
し
て
９
０
０
万
円
増
加

し
ま
し
た
。

【
歳
入
】　

　

歳
入
は
、
個
人
・
法
人
町
民
税
の
増
収

が
見
込
ま
れ
、
町
税
が
２
，
３
３
７
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
は

大
型
事
業
の
終
了
に
よ
り
１
億
８
，

９
４
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
が
、
県
支

出
金
は
、
福
祉
関
連
経
費
な
ど
に
よ
り

増
加
し
ま
し
た
。

　

基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
た
め
、

２
億
６
，０
３
７
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

町
債
は
９
億
２
，７
１
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
が
、
借
入
額
を
年
間
返
済
額
よ

り
少
な
い
金
額
に
抑
制
し
、
借
入
残
高
の

縮
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　

歳
出
は
、
芦
北
町
総
合
計
画
に
掲
げ
る

「
個
性
の
光
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
い
か

に
「
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
」
を
提
供
で

き
る
か
に
主
眼
を
お
い
た
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
、
効
率
化
を
図
り

な
が
ら
健
全
財
政
を
維
持
し
、
必
要
な
事

業
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▷道路や河川の整備
　４２，５０９円

▷ 魅力的なまちづくり　
　や効率的な行政経営　　
　６０，８９０円

▷ごみ処理や病気の予防　
　５８，９７０円

▷商工業や観光の振興
　２２，８９７円

▷消防活動や防災
　１９，２６４円

▷農林水産業の振興
　３７，６９６円

▷借入金の返済
　６４，２８３円

▷高齢者・障がい者・子育
　て
　１４０，８５９円

▷議会経費や予備費など
　６，６２８円

▷小・中学校や図書館、
　生涯学習活動
　３８，０７４円

● 町民１人に使われるお金　
　　　　　　　　　49 万 2,070 円
● 町がいただくお金　
　　　　　　　　　   ７万 6,572 円

　特別会計と水道事業会計（公営企業）の総予算額
は 69 億 7,226 万１千円で、平 成 2 3 年 度 と 比 較 し て
６ 億 5 , 0 9 8 万 円 増 加 し ま し た 。
　主な要因は、国民健康保険事業での医療費や介護保険
事業での給付費が増加したことや城山配水池建設工事に
伴い水道事業が増加したことが挙げられます。

②特別会計（水道会計含む）予算総額
　　69 億 7,226 万 1 千円

議会費（1.3％）
1 億 2,649 万円

商工費（4.6％）
4 億 5,476 万 7 千円

予備費等（0.1％）
514 万 5 千円

消防費（3.9％）
3 億 8,260 万円

教育費（7.7％）
7 億 5,619 万 4 千円

土木費（8.6％）
8 億 4,427 万 7 千円

衛生費（12.0％）
11 億 7,120 万 1 千円

民生費（28.6％）
27 億 9,759 万 1 千円

総務費（12.4％）
12 億 934 万 3 千円

公債費（13.1％）
12 億 7,671 万 5 千円

農林水産業費（7.7％）
7 億 4,867 万 7 千円

歳出

各種交付金等（2.6％）
2 億 5,426 万 9 千円

地方譲与税（1.4％）
1 億 3,260 万円

使用料および手数料（3.0％）
2 億 9,422 万 4 千円

繰入金（2.7％）
2 億 6,037 万 3 千円

分担金および負担金（1.3％）
1 億 2,939 万 7 千円

諸収入・財産収入・寄附金（0.8％）
8,227 万 1 千円

繰越金（2.0％）
2 億円

町税（15.6％）
15 億 2,080 万 3 千円

地方交付税（46.0％）
44 億 9,500 万円

国庫支出金（6.6％）
6 億 5,032 万円 1 千円

県支出金（8.5％）
8 億 2,664 万 2 千円

町債（9.5％）
9 億 2,710 万円

歳入

＊問い合わせ先
　企画財政課  財政係 ☎（８２）２５１１（内線２５１）

人口 19,861 人（平成 24 年 1 月 1 日現在）で算出

町の予算（一般会計のみ）を
町民１人当たりに置き換えると

前年比６億 5,098 万円増

平成 24 年度予算 平成 24 年度予算

会　計　名 24 年度予算 増減率

国民健康保険事業 35 億 5,500 万円 6.8％

介護保険事業 19 億 9,430 万円 2.9％

簡易水道事業 9,800 万円 28.6％

農業集落排水事業 2 億 1,700 万円 △ 0.5%

生活排水処理事業 5,630 万円 △ 1.7%

町有温泉事業 1 億 870 万円 △ 3.4％

奨学資金貸付事業 3,010 万円 4.9％

後期高齢者医療事業 2 億 5,420 万円 0.8％

水道事業 6 億 5,866 万 1 千円 113.0％

合　　計 69 億 7,226 万 1 千円 10.3％

特別会計

公営企業会計

（　　）：構成比

一般会計①
特別会計②

①一般会計当初予算
　97 億 7,300 万円

前年比 900 万円増

一般会計

97 億 7,300 万円97 億 7,300 万円

一般会計
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　芦北町総合計画の基本理念「個性の光る活力あるまちづくり」実現に向けた事業展開を行
います。

●土地家屋悉
しっかい

皆調査　２，７４０万円
　町民への公平・公正な課税を担保するため、航空写真などを活用した土地家屋の調査を行う事業です。

●放課後子ども教室推進事業・学校支援地域本部事業
   ・家庭教育支援事業　　　　　　　　３５５万５千円

　地域と学校が連携して子どもを育てる取り組みや、保護
者に対する支援を行う事業です。

●芦北町まちづくり支援事業　８００万円
　町内の 84 区の主体的な活動を支援するために、地域で
の祭りや環境美化活動などの事業に対して補助対象経費の
８割を助成する事業です。また、心を和ませる、美しいま
ちづくりを進めるために花苗などの配布を実施します。

●町道射場芦北線整備事業　２，４１１万円
　町民総合センターから芦北方面へのアクセス道路の整備
を行うもので、平成 24 年度は測量設計および調査ボーリ
ングを実施します。

生きがいある働き場づくり３

●ブータン王国研修員受入事業　１３万円
　国際協力機構ＪＩＣＡと連携し、ブータンからの研修員
を受け入れ、研修・交流事業を行います。

●防犯カメラ設置事業　　１８１万円
　子どもたちの安全を確保するため、田浦小学校に防犯カメラを設置します。

●農地流動化促進事業　６３４万円
　農地の規模拡大や利用促進および耕作放棄地の抑制・解
消を図るため、利用権を設定した場合や所有権を移転した
場合に農地の受け手（借り手、買い手）および出し手に助
成金を交付する事業です。

●温泉塩商品化事業　７，１２１万円
　御立岬温泉水を活用した特産品開発として、温泉塩の商
品化に取り組む事業です。

●消防機材・施設整備事業　２，２３５万円
　町民の生命、財産を守るため、消防設備の整備を行う事
業です。平成 24 年度は、町内初の軽自動車積載車１台、
小型ポンプ２台の買い替え費用や２カ所の防火水槽の設置
工事費、消火栓の新設経費などを計上しています。

●子ども医療費助成事業　７，０６１万円
　疾病の早期治療と健康の保持、子育て支援を目的として、
医療費の一部負担金の全額を助成する事業です。平成 24
年度から、対象年齢を 15 歳から 18 歳まで引き上げます。

●女島活力推進センター整備事業　１億３，２７１万円
　保健福祉の向上や地域のもやい直しを図る拠点とするた
め、女島地区に活力推進センターを建設する事業で、８月
にオープン予定です。

●障害者自立支援給付等事業　４億３，０８０万円
　障害者自立支援福祉法および児童福祉法に基づく福祉
サービス（在宅・施設）を障がい者の皆さんへ提供します。

●大相撲部屋合宿・Ｖチャレンジリーグ招致事業　２６０万円
　大相撲部屋の合宿やプロバレーボールリーグのＶチャレ
ンジリーグを招致し、町民の皆さんに「観るスポーツ」の
楽しさを伝えます。

平成 24 年度一般会計当初予算の主な使い道

豊かな心の人づくり４

生活を支える基盤づくり５

効率的な行政組織づくり６

魅力的な地域づくり１

人にやさしい快適なまちづくり２

▲ミネラル分を含む温泉塩

▲小型動力ポンプ一式
　( 消防機材・施設整備事業 )

▲屋根上に設置された住宅用太陽光
　発電システム

▲音楽療法（障害者自立支援給
　付等事業）

▲田川区の米づくり体験活動
　（芦北町まちづくり支援事業）

地域づくり活動の支援や人材育成、子どもたちの健全育成を行う事業です。

安全・安心な生活環境づくりや各種福祉サービスを提供する事業です。

農林水産業や商工業、観光などの振興を図るための事業です。

教育環境の整備をはじめ、文化・スポーツ振興、国際交流を推進するための事業です。

暮らしやすい環境をつくるための道路整備や交通手段の確保、環境保全などを行う事業です。

●住宅用太陽光発電システム設置費補助事業　４２０万円
　太陽光発電システムを設置する町民に、１ｋＷ当たり
３万５千円（上限４ｋＷ、14 万円）を補助する事業です。

きめ細かな住民サービスの提供や行財政改革を行う事業です。

●花岡東地区排水対策事業　１億３, ４５０万円

　大雨による冠水被害解消のため、ポンプなどの排水設備
設置を行う事業です。

▲大相撲尾上部屋合宿

平成 24 年度予算 平成 24 年度予算
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耕作放棄地対策の取り組みが評価

　昨年５月から実施していた平成 23 年度町民講座の
閉講式は３月 20 日、町社会教育センターで行われま
した。24 講座に 324 人が受講。各講座で技術などの習
得に励み、この日を迎えることとなりました。
　式では受講生を代表して料理講座を受講した吉海和
子さんが「これからも料理の難しさや楽しさを感じな
がら、自分の腕を磨いていこうと思っています。受講
したおかげでよい仲間と出会うことができ、何よりう
れしいです。指導してくださった先生や関係者に感謝
します」と謝辞を述べました。閉講式後は、受講生た
ちが１年間で学んだ学習の成果を披露しました。

１年の練習の成果を発表

　芦北町農業委員会（片山幸弘会長）が平成 23 年
の耕作放棄地解消部門で熊本県農業委員会優良活動
表彰を受けました。芦北町農業委員会は、耕作放棄
地全体調査の結果を分析し、農地パトロールを含め
た現地調査を行うなど、耕作放棄地の再生に取り組
みました。その結果、約 30ha の耕作放棄地の改善
が図られたことが評価されました。片山会長は「国・
県の事業の活用により少しは復旧する農地はあるが
高齢化している状況では全部解消するのは難しい。
地道に耕作放棄地を減らす努力をして、やる気のあ
る担い手に優良農地を残すことが私たちの使命だと
思っています」と受賞の感想を話しました。

 　うたせマラソン大会は３月 18 日、芦北海浜総合公
園前をスタート、ゴールに行われました。昨年は、東
日本大震災の影響で中止となり２年ぶりの開催となり
ましたが、今年は、ここ 10 年では最も多い約 1,500
人のランナーが参加するほど盛況で、遠くは千葉県
から参加したランナーもいました。ランナーは３Km、
５Km、10Km、ハーフマラソンに出場。雨が降り肌寒
い中での大会となりましたが、出場したランナーは雨
をものともせず、海辺のコースを沿道の応援する人に
手を振る余裕をみせながら走っていました。レース後
は、表彰式を行い、芦北牛や大関米、うたせ船乗船券
などが当たる抽選会で盛り上がりました。

雨が降る中　海浜道を力走

雨の中一斉にスタートするランナーの皆さん

女島地区の拠点７月完成予定

　湯浦活性化協議会（宮島澄廣会長）や湯浦地区の
区長、公民館関係者が商品化に向け昨年４月から取
り組んでいたオリジナル焼酎が完成し、３月 29 日、
代表者らが完成報告に竹﨑町長を訪れました。
　製品名は湯浦温泉焼酎「湯の神さん」。宮島会長
は「材料は古石山の神地区のお米、水は大関水。そ
して和水（蒸留した焼酎に加える水）に湯浦温泉水
を使用したこだわりの焼酎です。この焼酎が湯浦の
お土産として定着し、湯浦温泉の活性化や地域の元
気づくりに一役買えれば」と話しました。竹﨑町長
は「芦北には葦分をはじめ、古石や告、ＪＡなどの
地域焼酎がたくさんある。地域焼酎祭りをするのも
おもしろいかもしれません」と話しました。

湯浦地区でも地域焼酎が完成

完成した湯浦温泉焼酎「湯の神さん」を竹﨑町長
に渡す宮島会長（写真左）

上棟式後の餅投げ。地元以外からもたくさんの人が
集まりました

　７月に完成予定の女島活力推進センターの上棟式
が３月 20 日に行われました。式後には、お祝いの
餅を求めて約 400 人の町民が餅投げに参加しまし
た。この日用意された餅は 120kg もあり、女島地
区の女性約 50 人が手作業で作りました。紅白１個
ずつを袋詰めした 2,500 セットが屋根上から投げら
れ、あっという間になくなりました。
　センターの運営は芦北町指定管理者制度により女
島開発委員会（福浦武義会長）が８月から行う予定
です。
　女島活力推進センターの愛称を募集しています。
詳細は、16 ページをご覧ください。

　災害時における芦北警察署臨時移転に関する協定書
調印式が３月 27 日、芦北町役場で行われました。
　昨年３月に発生した東日本大震災により、東北地方
の警察署や交番などが多数被災したことで指揮機能が
麻痺するなど災害警備対策に多くの教訓を残しまし
た。このことを受け、芦北警察署でも甚大な被害を受
けた場合、警察署指揮機能の確保と警察力の回復、治
安の維持を図るために代替施設の確保が急務となって
いました。この協定により、しろやまスカイドームと
地域活性化センターの２施設が一時的に警察署の代替
施設として設定されました。県内の沿岸地域に位置す
る警察署でも同様の取り組みが行われています。

町施設を警察署の代替施設に

署名した協定書を持つ春野署長（写真左）と竹﨑町長

ハワイアンフラを披露する受講生

表彰を受ける芦北町農業委員会の委員の皆さん
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小
６
年
）
▼

第
17
回
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会　

３

位
＝
遠
山
奨
悟
（
計
石
東
、佐
敷
小
４
年
）

▼
第
31
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人
大
会
・

第
31
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

予
選
会　

男
子
個
人
組
手　

２
位　

才
松

佑
也
（
天
月
、
文
徳
高
校
２
年
）
▼
第
２

回
九
州
各
県
対
抗
少
年
相
撲
大
会　

個
人

６
年
生
の
部　

３
位
＝
松
岡
友
希
（
花
岡

西
、
佐
敷
小
６
年
）、
個
人
４
年
生
の
部

３
位
＝
橋
本
大
海
（
宮
浦
、佐
敷
小
４
年
）

【
県
大
会
】

▼
西
日
本
軟
式
野
球
大
会
熊
本
県
予
選　

優
勝
＝
オ
ー
ル
芦
北　

山
下
満
浩
（
湯
浦

南
）、西
川
智
（
湯
浦
東
）、田
口
昭
蔵
（
花

岡
西
）、
石
田
幸
満
（
花
岡
東
）、
鎌
木
信

一
（
花
岡
西
）、中
川
秀
樹
（
岩
屋
川
内
）、

岡
﨑
道
夫
（
諏
訪
）、
入
澤
昭
浩
（
計
石

東
）、
中
川
文
博
（
乙
千
屋
）、
横
坂
和
彦

（
花
岡
西
）、
山
下
義
治
（
計
石
西
）、
橋

本
康
博
（
平
生
）、
西
村
将
太
（
大
野
）、

才
保
親
哉
（
天
月
）
▼
平
成
23
年
度
熊
本

県
高
等
学
校
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技　

カ

ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア　

優
勝
＝
楠
原
恵
美
子

（
湯
浦
南
、
水
俣
高
２
年
）
▼
平
成
23
年

度
熊
本
県
高
等
学
校
体
育
大
会　

バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技　

男
子
団
体
戦　

優
勝
＝
平

山
翔
（
高
岡
北
、
八
代
東
高
３
年
）、
女

子
団
体
戦　

優
勝
＝
入
江
未
来（
田
浦
４
、

玉
名
女
子
高
２
年
）
▼
第
64
回
熊
本
県
高

等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
４
×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

優
勝
＝
道
﨑
華
（
乙

千
屋
、水
俣
高
３
年
）、丁
将
広
（
乙
千
屋
、

水
俣
高
３
年
）
▼
第
27
回
若
葉
カ
ッ
プ
全

国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

熊
本
県

予
選　

団
体
戦　

優
勝
＝
福
田
朋
花
（
小

田
浦
３
、
田
浦
小
５
年
）、
松
野
汐
里
（
小

田
浦
７
、
田
浦
小
５
年
）、
平
野
梨
花
（
小

田
浦
２
、
田
浦
小
４
年
）
▼
第
23
回
熊
本

県
中
学
生
空
手
道
大
会　

男
子
団
体
組
手

　

優
勝
＝
佐
藤
康
平
（
道
川
内
西
、
佐
敷

中
３
年
）、
佐
藤
雄
介
（
道
川
内
西
、
佐

敷
中
１
年
）
▼
第
15
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
・
熊
本

県
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
・
第
91
回
天
皇

杯
全
日
本
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
代
表
決

定
戦　

優
勝
＝
熊
本
教
員
蹴
友
団　

野
口

慶
（
田
川
）
▼
第
54
回
熊
本
県
銃
剣
道
優

勝
大
会　

一
般
の
部　

優
勝
＝
葦
北
郡
支

部　

福
田
健
生（
田
浦
３
）、白
樫
辰
也（
花

岡
西
）、
向
川
潤
（
湯
浦
南
）
▼
熊
本
県

民
体
育
祭
水
俣
市
・
葦
北
郡
大
会
（
水
泳
）

　

男
子
25
歳
以
上
２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ

レ
ー　

優
勝
＝
今
村
郁
己
（
道
川
内
西
）、

永
里
壽
朗
（
湯
浦
北
）
▼
第
28
回
熊
本
県

選
抜
少
年
相
撲
大
会　

小
学
生
の
部
団
体

戦　

優
勝
＝
宮
内
拓
海
（
白
岩
、
佐
敷
小

６
年
）、出
野
稜
人
（
八
幡
、佐
敷
小
６
年
）

▼
第
30
回
熊
本
県
少
年
少
女
空
手
道
練
成

大
会　

６
年
男
子
個
人
組
手　

優
勝
＝
鬼

塚
大
輝
（
宮
崎
、
湯
浦
小
６
年
）、
５
年

男
子
個
人
組
手　

優
勝
＝
田
村
響
（
花
岡

西
、
佐
敷
小
５
年
）、
５
年
女
子
個
人
組

手　

優
勝
＝
鬼
塚
愛
理
（
宮
崎
、
湯
浦
小

５
年
）
▼
第
38
回
熊
本
県
中
学
生
相
撲
選

手
権　

個
人
軽
量
級　

優
勝
＝
福
田
亮

太
（
計
石
西
、
佐
敷
中
１
年
）
▼
熊
本
県

中
学
生
学
年
別
水
泳
競
技
大
会　

女
子
50

ｍ
平
泳
ぎ　

優
勝
＝
福
山
葵
（
福
浦
、
芦

北
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
▼
平
成
23
年
度

熊
本
県
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会　

65
歳
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝
＝

引
地
繁
一
（
花
岡
西
）
▼
熊
本
県
民
体
育

祭
水
俣
市
・
葦
北
郡
大
会
（
陸
上
）　

男

子
40
歳
代
１
０
０
ｍ　

優
勝
＝
野
畑
光
晴

（
小
田
浦
３
）
▼
第
37
回
熊
日
学
童
五
輪

空
手
道
大
会　

女
子
団
体
組
手　

優
勝
＝

釜
く
る
み
（
女
島
西
、
湯
浦
小
６
年
）
▼

第
６
回
熊
本
県
中
学
生
空
手
道
新
人
大
会

　

男
子
個
人
組
手　

優
勝
＝
釜
拓
冶
（
女

島
西
、
湯
浦
中
１
年
）

【
特
別
賞
】

▼
熊
本
県
民
体
育
祭
水
俣
市
・
葦
北
郡
大

会
（
水
泳
）　

女
子
25
歳
以
上
50
ｍ
バ
タ

フ
ラ
イ　

優
勝
（
４
連
覇
）
＝
山
下
悠
夏

（
湯
浦
南
） ス

ポ
ー
ツ
賞

文
化
振
興
奨
励
賞

【
全
国
大
会
】

▼
第
62
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
（
環
境
）　

優

秀
賞
＝
一
阪
麻
未
（
市
野
瀬
、
芦
北
高
３

年
）、
沼
田
典
憲
（
白
岩
、
芦
北
高
３
年
）、

藤
崎
恵
莉
佳
（
古
石
北
、
芦
北
高
３
年
）、

桑
原
裕
也
（
道
川
内
西
、
芦
北
高
３
年
）、

田
平
健
斗
（
計
石
東
、
芦
北
高
３
年
）
▼

バ
ラ
ン
ス
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト　

一
般
部
門

こ
ど
も
の
部　

大
賞
＝
髙
上
和
輝
（
小
田

浦
３
、
田
浦
中
１
年
）

【
九
州
大
会
】

▼
第
66
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル  

合
唱

高
校
Ｂ
グ
ル
ー
プ　

銀
賞
＝
稲
富
思
寿
代

（
湯
浦
南
、
水
俣
高
３
年
）、
向
野
里
耶
佳

（
湯
南
団
地
、
水
俣
高
２
年
） 
、
比
屋
定

明
子
（
小
田
浦
６
、
水
俣
高
２
年
）、
松

村
ゆ
り
子
（
田
浦
町
４
、
水
俣
高
２
年
）、

向
田
有
香
（
湯
浦
南
、
水
俣
高
１
年
）、

赤
山
直
樹
（
田
浦
町
３
、
水
俣
高
１
年
）、

楠
本
海
頼
（
小
田
浦
４
、
水
俣
高
１
年
）

▼
平
成
23
年
度
熊
本
県
高
等
学
校
前
期

写
真
コ
ン
テ
ス
ト　

最
優
秀
賞
＝
平
江

富
充
圭
（
白
岩
、
八
代
白
百
合
学
園
高

３
年
）

文化振興奨励賞・スポーツ賞交付式

栄光を讃
たた

えて

文化振興奨励賞・スポーツ賞交付式

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

※
カ
ッ
コ
内
の
住
所
、
所
属
な
ど
は
受
賞

時
の
も
の
で
す
。

▲文化振興奨励賞受賞の皆さん

▲スポーツ賞受賞の皆さん
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　芦北町では、子育て家庭の負担軽減と児童の健全
育成のため、子どもにかかる医療費の助成を行って
います。子育て家庭のさらなる経済的負担軽減のた
め助成年齢を次のとおり引き上げることにしまし
た。
　なお、対象となる子どもがいる世帯には、必要書
類などを送付しますのでご確認ください。

子ども医療費の助成対象者を
４月１日から「１８歳」まで引き上げました

＊問い合わせ先
　福祉課  児童家庭福祉係

　【変更前】
年齢が満 15 歳に到達後、最初の３月 31 日まで（中
学校３年生まで）

【変更後】
年齢が満 18 歳に到達後、最初の３月 31 日まで

（ただし、婚姻している人、または社会保険各法に
よる被保険者で勤労学生以外の人は対象外となりま
す）
※新たに対象となった子どもは、平成 24 年４月１
　日以降の受診分から助成対象となります。受給者
　証の発行は申請受付後となりますので、それまで 
   に受診した分については領収書を保管し、受給者
　証発行後に医療費の申請をしてください。
※入院・通院・歯科・調剤にかかる保険診療の一部
　負担金が助成対象となります。ただし、入院など
　で高額療養費に該当する場合や付加給付がある場
　合などは、その金額を控除した金額が助成対象と
　なります。☎（８２）２５１１（内線１５１）

後期高齢者医療 平成 24・25 年度の保険料が決定しました
　熊本県後期高齢者医療広域連合では、２年ごとに
保険料を見直しています。平成 24・25 年度の保険
料が次のとおりに決定しました。

◆決定した保険料（年額）と率
均等割額　４７，９００円

（被保険者が等しく負担する保険料）
所得割率　９．２６％

（所得に応じて負担する保険料）
◆保険料の計算式
保険料額（年額）＝ 均等割額 ４７，９００円＋所得
割額｛（総所得金額等ー３３万円）×９．２６％｝
※保険料の上限額が年額 50 万円から 55 万円へ変
　更となりました。

低所得者などの保険料は軽減を継続　
　所得が低い人や被保険者の加入者（協会けんぽ、
健保組合、共済組合など）に扶養されていた人の保
険料は、継続して軽減されます。

世帯（被保険者と世帯者）の総所得金
額など 軽減率

33 万円以下の世帯で、被保険者全員の
年金控除額をそれぞれ 80 万円として計
算したうえで所得が０となる世帯

９割

33 万円以下の世帯 ８．５割
33 万円＋「24.5 万円×世帯の被保険
者数（世帯主を除く）」以下の世帯 ５割

33 万円＋「35 万円×世帯の被保険者
数」以下の世帯 ２割

●均等割額が軽減される世帯

※総所得金額などの計算には、専従者控除、譲渡所得
　の特別控除は適用されません。

●所得割が軽減される世帯

被保険者の総所得金額など 軽減率
33 万円＋ 58 万円以下の人 ５割

●被用者保険加入に扶養されていた人
　特別措置として、当分の間は保険料の均等割額が
９割軽減されます（所得割額はかかりません）。
対象者：資格を得た日の前日まで、被用者保険加入
者に扶養されていた人です。

芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

花
岡
東
獅
子
舞

　
花
岡
北
獅
子
舞

　

４
月
は
気
候
が
暖
か
く
な
り
、
草
木
が

芽
吹
く
生
命
力
あ
ふ
れ
る
季
節
で
す
。
こ

の
生
命
力
を
い
た
だ
い
て
、
農
作
物
の
豊

作
を
お
祈
り
す
る
た
め
の
祭
り
が
各
地
区

で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
最
も
に
ぎ

や
か
な
の
が
佐
敷
の
お
諏
訪
さ
ん
の
祭
り

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
神
輿
行
列
や
赤

ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り
な
ど
、
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
お
諏
訪
さ
ん
の
祭
り
で
披
露
さ
れ

て
い
た
郷
土
芸
能
の
一
つ
に
獅
子
舞
が
あ

り
ま
す
。
獅
子
舞
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
に

起
源
を
持
つ
と
い
わ
れ
、
日
本
で
は
16
世

紀
初
め
に
伊
勢
国
（
現
在
の
三
重
県
）
で

疫
病
を
追
い
払
う
た
め
、
正
月
に
行
っ
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

 　
　

昭
和
55
年
７
月
１
日
指
定
）

⑪

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

　

こ
の
獅
子
舞
は
江
戸
時
代
か
ら
、
佐
敷

村
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
33
年

（
１
９
０
０
年
）
に
花
岡
区
が
東
区
と
北

区
に
分
か
れ
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
で
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
以
来
、
東

区
が
大
型
の
雄
獅
子
と
小
型
の
雌
獅
子
、

北
区
が
大
型
の
雌
獅
子
と
小
型
の
雄
獅
子

の
各
一
対
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
青
色
が
雄
で
、
赤
色
が
雌
で
す
。

　

こ
の
舞
は
一
匹
の
獅
子
に
２
人
が
入

り
、
鐘
の
音
に
合
わ
せ
て
勇
壮
に
舞
い
踊

る
一
方
、
雌
獅
子
が
眠
る
と
雄
獅
子
が
シ

ラ
ミ
を
と
る
と
い
っ
た
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

場
面
も
見
ら
れ
ま
す
。
両
獅
子
が
眠
る
と

王
子
が
現
れ
、
手
に
持
つ
金
の
玉
で
眠
り

か
ら
起
こ
し
、玉
取
り
の
舞
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
獅
子
が
金
の
玉
を
好
む
と
い
う

伝
説
が
あ
り
、
獅
子
狩
（
あ
る
い
は
獅
子

と
の
た
わ
む
れ
）
を
模
し
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
異
国
情
緒
あ
る
王
子
の
服

装
や
獅
子
の
姿
か
ら
見
て
、
中
国
を
は
じ

め
海
外
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

花
岡
東
の
獅
子
舞
は
、
現
在
も
正
月
に

佐
敷
の
お
諏
訪
さ
ん
で
披
露
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
４
月
の
お
諏
訪
さ
ん
の
お
祭
り
で

披
露
し
て
い
た
花
岡
北
の
獅
子
舞
は
、
人

手
不
足
に
よ
り
近
年
は
実
施
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

　

４
月
か
ら
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
運
営
（
平
成
24
～
26
年
度
）
が
始

ま
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
料
は
、
高
齢

者
や
要
介
護
認
定
者
の
増
加
、
そ
れ
に

伴
う
介
護
給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り

変
更
と
な
り
ま
す
が
、「
介
護
保
険
財
政

調
整
基
金
」
の
活
用
で
保
険
料
の
増
加

を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
基
準
月
額

は
４
，
４
１
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

被保険者の区分
基準額に対す
る保険料率

平成 24 年〜
26 年度年額

月額

第１段階
・老齢福祉年金受給者で、本人と世帯
全員が市町村民税非課税の人

・生活保護受給者
０．５０ 26,500 円 2,205 円

第２段階
本人と世帯全員が市町村民税非課税で、
合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万
円以下の人

０．５０ 26,500 円 2,205 円

第３段階
本人と世帯全員が市町村民税非課税で
あって、第２段階以外の人

０．７５ 39,700 円 3,308 円

第４段階

世帯内に市町村民税課税者がいて、本
人が市町村民税非課税であり合計所得
金額＋課税年金収入が 80 万円以下の人

０．８０ 42,300 円 3,528 円

世帯内に市町村民税課税者がいて、本人
が市町村民税非課税であり合計所得金額
＋課税年金収入が 80 万円を超える人

１．００
52,900 円
（基準）

4,410 円
（基準）

第５段階
本人が市町村民税課税で合計所得金額
が 190 万円未満の人

１．２５ 66,100 円 5,513 円

第６段階
本人が市町村民税課税で合計所得金額
が 190 万円以上の人

１．５０ 79,400 円 6,615 円

※保険料段階の決定は、前年の所得状況が確定する６月に決定します。
　それまでは前年度の所得状況を基に仮の保険料を徴収します。

＊問い合わせ先
　住民生活課  医療年金係 
　　☎（８２）２５１１（内線１４１）

＊問い合わせ先
　住民生活課  医療年金係 ☎（８２）２５１１（内線１４２）
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

平
成
19
年
度
の
麻
し
ん
（
は
し
か
）
の

大
流
行
を
受
け
て
、
平
成
24
年
度
を
目
標

に
麻
し
ん
を
排
除
す
る
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間
、
中

学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
お
よ
び

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
を
対

象
に
、麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
第
３
期
）、（
第

４
期
）
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
本
年
度
の
対
象
者

第
３
期
：
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢 

　
　
　
　

の
人
（
平
成
11
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　

平
成
12
年
４
月
１
日
生
）

第
４
期
：
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

　
　
　
　

の
人
（
平
成
６
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　

平
成
７
年
４
月
１
日
生
）

※
対
象
者
に
は
個
別
に
接
種
勧
奨
の
通
知

　

を
し
ま
す
。

【
注
意
】

　

中
学
１
年
生
お
よ
び
高
校
３
年
生
へ
の

接
種
は
本
年
度
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
就

学
前
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
た
人
も
接
種
対
象
者
で
す
。

　

た
だ
し
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
両
方
に

確
実
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
接
種

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
夏
休
み
終

了
ま
で
に
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
町
内
医
療
機
関
〉

芦
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
井
上
医
院
、
井
上
病

院
、
篠
原
医
院
、
竹
本
医
院
、
七
浦
て
ら

さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
松
本
医
院
、
宮
島
医

院
、
百
崎
内
科
医
院

〈
町
外
医
療
機
関
〉

県
内
の
医
療
機
関
で
一
部
、
接
種
で
き
る

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。希
望
す
る
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。　

　　

乳
幼
児
の
定
期
接
種
に
つ
い
て
は
、
３

～
４
カ
月
児
健
診
時
に
個
別
接
種
｛
三
種

混
合
、
日
本
脳
炎
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

（
第
一
期
）｝
の
予
診
票
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
か
か
り
つ
け
医
で
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

〈
三
種
混
合
〉

生
後
３
カ
月
以
上
７
歳
６
カ
月
未
満
ま
で

に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
日
本
脳
炎
〉

①
３
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
か
ら
４
歳 

　

に
達
す
る
日
の
前
々
日
ま
で
の
間
（
標

　

準
的
な
接
種
期
間
）
に
実
施
す
る
１
期

　

初
回
〔
１
回
目
・
２
回
目
〕
お
よ
び
１

　

期
追
加
（
１
期
初
回
〔
２
回
目
〕
接
種

　

終
了
後
お
お
む
ね
１
年
お
い
て
１
回
接

　

種
）
が
積
極
的
勧
奨
の
対
象
で
す
。

②
平
成
17
年
の
積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控

　

え
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
人
へ
の

　

接
種
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
に
８

　

歳
、
９
歳
、
10
歳
に
な
る
人
が
積
極
的

　

勧
奨
の
対
象
で
す
（
個
別
に
通
知
し
ま

　

す
）。

〈
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
第
１
期
）〉

生
後
12
カ
月
以
上
24
カ
月
未
満
ま
で
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

〈
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
第
２
期
）〉

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
へ
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

〈
二
種
混
合
〉

平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
へ
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

麻
し
ん
（
は
し
か
）
ま
ん
延
防
止

そ
の
他
の
定
期
の
予
防
接
種

〈
ポ
リ
オ
〉

４
月
と
10
月
に
集
団
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

〈
Ｂ
Ｃ
Ｇ
〉

３
～
４
カ
月
児
健
診
時
に
接
種
し
ま
す
。

　

※
町
内
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
た
場
合

　
　
の
み
助
成
対
象
で
す
。

〈
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
〉

生
後
２
カ
月
以
上
５
歳
未
満
（
５
歳
に
な

る
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
）
の
人
が
助
成

対
象
で
す
。

〈
子
宮
頸け
い

が
ん
予
防
接
種
〉

中
学
１
年
生
の
女
子
生
徒
が
対
象
で
す
。

（
個
別
に
通
知
し
ま
す
。）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
接
種
シ
ー
ズ
ン
前
に
ま
ち
だ
よ
り
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
予
防
接
種
も
医
療
機
関
で
接

　
種
を
受
け
る
場
合
は
予
約
が
必
要
で

　
す
。
事
前
に
必
ず
予
約
し
て
か
ら
接
種

　
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
（
８
６
）
０
２
０
０

任
意
接
種
の
接
種
料
金
の
助
成

〜
平
成
24
年
度
予
防
接
種
〜

【課長級】　
総務課長　坂梨優（商工観光課長）、　総務課審議員　長瀬
健太郎（熊本県警察本部）、税務課長　吉田茂（会計管理
者兼会計室長）、住民生活課長　楠原清照（住民生活課環
境対策室長）、　商工観光課長　山元信作（企画財政課政策
推進室長）、　福祉課長　宮下祐一（企画財政課長補佐）、　
会計管理者兼会計室長　早川純一（農業委員会事務局長）、
　議会事務局長　寺川健一（生涯学習課長）、　農業委員会
事務局長　江上繁（税務課長補佐）、　教育課長　本山昭（教
育課長補佐）、生涯学習課長　藤井哲郎（生涯学習課長補佐）

【課長補佐級】
▶総務課　監理係主幹　長﨑十三男（総務課管財係長）　
▶企画財政課　課長補佐　長船正純（税務課地籍調査室
長）、政策推進室長　櫻井優一（商工観光課観光係主幹）　
▶税務課　課長補佐　井手口浩二（税務課住民税係主幹）、
住民税係主幹　福田誠治（農林水産課林務水産係長）、地
籍調査室長　嶋崎雄二（税務課地籍調査室地籍調査係主幹）
▶住民生活課　課長補佐　中田祐一（福祉課障害者福祉係
主幹）、環境対策室長　岩間睦生（福祉課長補佐）▶福祉
課　障害者福祉係主幹　杉本芳郎（社会福祉協議会事務局
派遣）▶農林水産課　課長補佐　告畑一彦（税務課固定資
産税係主幹）▶上下水道課　下水道係主幹　上野孝司（上
下水道課下水道係長）▶教育課　課長補佐　大塚雄二（農
林水産課長補佐）▶生涯学習課　課長補佐　宮石幸人（生
涯学習課生涯学習係主幹）、文化振興係主幹　高島繁（生
涯学習課文化振興係長）▶社会福祉協議会事務局派遣　杉
本勝典（住民生活課医療年金係主幹）

【係長級】　
▶総務課　管財係長　山下博章（総務課管財係参事）、防災
交通係長　内田照也（生涯学習課体育振興係長）、大野出張
所長　黒田順子（住民生活課医療年金係参事）、吉尾出張所
長（保健センター兼務）　中田さゆり（大野出張所長）▶企
画財政課　政策推進室政策推進係長　鳥居佳史（総務課防
災交通係長）▶税務課　固定資産税係長　鎌田富士夫（総
務課情報管理係参事）、地籍調査室地籍調査係長　宮島誠一

（税務課収納係参事）▶住民生活課　医療年金係長　田中公
広（住民生活課保健センター係長）、環境対策室清掃センター
所長　村上雅彦（農林水産課振興係参事）、保健センター所
長　鶴川健一（住民生活課保健センター参事）▶商工観光
課　観光係長　早稲田孝也（商工観光課観光係参事）▶福
祉課　高齢者福祉係長　竹下淳也（企画財政課政策推進室
企画調整係長）、田浦保育所長　浦川諒子（福祉課田浦保育
所保育士）、大野保育所長　大塚峯子（教育課芦北幼稚園教
諭）▶農林水産課林務水産係長　福田鉄也（建設課土木係
参事）▶教育課　学校給食センター所長　鎌畑良一（佐敷
学校給食センター所長）▶生涯学習課　生涯学習係長　正
林謙輔（住民生活課清掃センター所長）、体育振興係長　岡
田謙治（企画財政課政策推進室行政改革推進係長）　

【参事級】
▶総務課　文書法規係　桑村留美子（建設課住宅係）、監

理係　白坂フクミ（総務課管財係）▶税務課　収納係　原
田徹（生涯学習課体育振興係）、上野晃祐（農林水産課農
政係）▶住民生活課　環境対策室環境対策係　山口寛夫（住
民生活課環境対策室環境対策係）▶商工観光課　観光係　
上野友晴（企画財政課まちづくり推進係）▶建設課　住宅
係　森下みゆき（会計室会計係）、維持係　井川裕二（建
設課維持係）▶教育課　学校給食センター　倉永やす子（田
浦学校給食センター所長）▶水俣芦北広域行政事務組合派
遣　田中元域（商工観光課大野温泉センター）

【その他の職】
▶総務課　総務係　橋本仁志（農林水産課林務水産係）、
管財係　橋本晃一（税務課地籍調査室地籍調査係）、秘書
広報係　鎌地めぐみ（福祉課社会福祉係）、情報管理係　
岩間崇浩（税務課住民税係）▶企画財政課　財政係　小川
宏達（教育課学校教育係）、まちづくり推進係　白坂美弥
子（福祉課児童家庭福祉係）、政策推進室政策推進係　藤
井さおり（税務課住民税係）、宮石夏樹（熊本県派遣）▶
税務課　住民税係　渕上由香（総務課秘書広報係）、一地
寿人（住民生活課医療年金係）▶住民生活課　医療年金係
前島知子（総務課付）、前川明宏（建設課計画係）▶商工
観光課　観光係　黒田美保子（住民生活課総合窓口係）▶
福祉課　社会福祉係　小川美樹（総務課付）、児童家庭福
祉係　宮本武蔵（企画財政課まちづくり推進係）、障害者
福祉係　渡邉純子（総務課文書法規係）、湯浦保育所　坂
本まり子（田浦保育所）、田浦保育所　宮村誠子（大野保
育所）、　大野保育所　寺川陽子（湯浦保育所）▶会計室　
会計係　窪田めぐみ（企画財政課政策推進室企画調整係）
▶農林水産課　農政係　橋本雄一郎（企画財政課財政係）、
林務水産係　上野雄也（税務課収納係）▶教育課　学校教
育係　竹下由美（総務課付）、芦北幼稚園　道園久美（水
俣芦北広域行政事務組合派遣）、平塚令子（福祉課田浦保
育所）▶熊本県派遣　上野寛道（総務課総務係）

【新規採用】
橋口卓矢（企画財政課まちづくり推進係）、駒走健大（住
民生活課総合窓口係）、山本翔太（住民生活課環境対策室
環境対策係）、岡田太樹（農林水産課振興係）、笠本尚志（建
設課計画係）、江口佑人（建設課土木係）

【退任】
小佐田貴栄（総務課審議員）、　寺川昭治（保健センター所長）

【退職】
中原豊德（総務課長）、福山勝廣（議会事務局長）、大岩憲
治（福祉課長）、農中豊（税務課長）、永田光洋（教育課長）、
迫本文雄（住民生活課長）、德尾理惠子（大野保育所長）、
永野ゆき子（田浦保育所長）、石兼千美子（吉尾出張所長）、
兼元高士（清掃センター）、横田照光（福祉課高齢者福祉係）、
坂田静代（大野保育所）、山下隆（商工観光課観光係）、市
川良一（田浦基幹支所）

３月 31 日付け
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お 知 ら せ
　田浦子育て支援センター  ５月の行事

18 日（火）　お見知り遠足
17 日（月） 〜 11 日（金）  母の日プレゼント作り
17 日（木）   おにぎりクッキング
29 日（火）  身体測定・誕生会
※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利
用　できます。気軽にお越しください。
※一時保育も行っています。
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　
　午後２時 45 分〜午後５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

お 知 ら せ

   

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

   

展
示
室
へ
の
ご
案
内

　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
や
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

【
文
化
財
展
示
】

　

佐
敷
城
跡
か
ら

発
見
さ
れ
た
瓦
や

し
ゃ
ち
ほ
こ
、
ま

た
花
岡
地
区
遺
跡

か
ら
発
掘
さ
れ
た

古
銭
や
青
磁
器
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
で
見
つ
か
っ

た
貴
重
な
文
化
財

を
展
示
し
て
い
ま

す
。

    

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

▼
試
験
の
種
類

　

・
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

・
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　
（
第
１
類
か
ら
第
６
類
）

　

・
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
受
付
期
間
４
月
13
日
㈮
～
４
月
24
日
㈫

（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
）

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
24
日
の
消
印
の
あ

　

る
も
の
ま
で
有
効
。
電
子
申
請
の
手
続

　

き
は
、「
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
」　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日　

６
月
10
日
㈰

▼
試
験
場
所　

　

熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市
、
玉
名
市

▼
受
験
願
書
の
請
求
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支

部
、
水
俣
芦
北
消
防
本
部
、
芦
北
消
防
署

＊
問
い
合
わ
せ
先

 

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
５
０
０
５

熊本県では水俣病被害者に
対する

救済の申請を受け付けています
申請の受付期限

郵送の場合、当日消印有効
７月 31 日（火）まで

＊問い合わせ先
　住民生活課  環境対策室 ☎（８２）２５１１（内線１４７）

     
平
成
24
年
度

　
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
　

　

水
俣
病
の
犠
牲
に
な
っ
て
亡
く
な
ら
れ

た
全
て
の
生
命
に
慰
霊
の
祈
り
を
捧
げ
、

環
境
再
生
・
創
造
を
誓
い
、
生
命
・
健
康
・

環
境
の
尊
さ
を
全
世
界
に
訴
え
て
い
く
た

め
に
慰
霊
式
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
１
日
㈫
（
雨
天
決
行
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地

　
　
　
　
「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」
前

※
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
市
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

　

☎
（
６
１
）
１
６
１
２

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１

【
自
主
講
座
作
品
展
示
】

　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室

で
は
自
主
講
座
に
よ
る
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

▼
芦
北
彩
友
会
に
よ
る
油
絵

　
　

現
在
展
示
中
（
４
月
30
日
㈪
ま
で
）

▼
陶
友
会
に
よ
る
陶
芸
品

　
　

５
月
10
日
㈭
～
５
月
31
日
㈭

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー　

　

☎
（
８
２
）
２
２
１
３

　
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
の

　
推
進

　

３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
３
カ

月
間
、
全
国
で
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運

芦北の神社とお寺について学習しませんか
　昨年度大変好評をいただきました町民歴史講
座を本年度も開催します。芦北町に残る数多く
の歴史遺産や文化遺産について学習してみませ
んか。本年度は「芦北の神社とお寺」をテーマ
に開催します。

◆対象：町内に在住・在勤の 18 歳以上の人
　（全４回に参加できる人）
◆募集人数：25 人（先着）
◆参加料：無料
◆申込期間：４月 16 日（月）〜５月 16 日（水）

回 期　　日 内　　容 場　所

１
５月 25 日（金）
午後７時 30 分〜午後９時

（90 分）

　「知ってみよう！芦北の神社とお寺」
神社とお寺の歴史のほか、町内にある社寺に
ついて学びます。

社会教育センター

２
８月３日（金）
午後７時 30 分〜午後９時

（90 分）

　「そこがポイント！神社とお寺の見方」
神社やお寺を見学するときのポイント（由来・
建築・仏像など）を学びます。

社会教育センター

３
12 月上旬予定
午後１時 30 分〜午後４時 30 分

（180 分）

　「見学してみよう！神社とお寺」
２回の講座で知った歴史や見方で神社とお寺
を実際に見学します。

現地見学

４
２月９日（土）予定
午後１時 30 分〜午後３時

（90 分）

　「記念講演」
年間テーマに関連する内容で記念講演を行い、
その後に閉講式を行います。

社会教育センター

＊申込・問い合わせ先
　生涯学習課　文化振興係　☎（８７）１１７１（内線１４４）

【年間テーマ】『芦北の神社とお寺』

女
島
活
力
推
進
セ
ン
タ
ー

 
愛
称
を
募
集
し
ま
す

　

７
月
に
完
成
を
予
定
し
て
い
る
「
芦
北

町
女
島
活
力
推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
水
俣
病
被
害
者
や
地

域
住
民
の
交
流
、
水
俣
病
や
環
境
問
題
な

ど
に
関
連
し
た
情
報
発
信
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
、
厨
房
、
販
売
所
、
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
を

備
え
た
施
設
で
す
。

◆
愛
称
の
条
件

　
「
も
や
い
」
の
文
字
を
部
分
的
に
挿
入
し

他
の
文
字
と
組
み
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
作
成
例

　

も
や
い
○
○
、
○
○
も
や
い
○
（
館
）

（「
も
や
い
」
と
は
、「
船
と
船
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
る
こ
と
」
を
い
い
ま
す
。
水
俣
病

に
よ
り
損
な
わ
れ
た
人
々
の
絆
を
再
生
す

る
象
徴
と
し
て
「
も
や
い
直
し
」
と
い
う

言
葉
が
、
地
域
再
生
の
合
言
葉
に
な
っ
て

い
ま
す
。）

◆
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
可

◆
応
募
方
法

○
官
製
ハ
ガ
キ
で
郵
送
す
る
か
、
住
民
生

活
課
環
境
対
策
室
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

○
記
載
す
る
内
容
は
、
①
郵
便
番
号
②
住

所
③
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
④
年
齢
⑤
職
業

⑥
愛
称
名　

で
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
愛
称

の
意
味
な
ど
の
記
載
も
お
願
い
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り　

４
月
27
日
㈮　

　
（
当
日
消
印
有
効
、

　

持
参
の
場
合
は
午
後
５
時
ま
で
）

◆
審
査

　

１
点
を
選
定
し
ま
す
。

◆
発
表
・
表
彰

　

芦
北
町
女
島
活
力
推
進
セ
ン
タ
ー
落
成

式
当
日
に
発
表
し
、
表
彰
状
授
与
と
賞
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
８
６
９
―
５
４
９
８

　

芦
北
町
大
字
芦
北
２
０
１
５　

　

芦
北
町
住
民
生
活
課
環
境
対
策
室

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
４
７
）

▲女島活力推進センター完成予想図

   「
芦
北
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
基
金
運
用
事
業
」
助
成
募
集

　

町
内
の
各
地
域
に
お
い
て
活
動
し
て
い

る
団
体
や
、
今
か
ら
継
続
的
に
ま
ち
づ
く

り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
人

で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
町
の
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
事
業
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
・
国
際
交
流
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
締
切
日　

５
月
9
日
㈬　

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

  

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
５
２
）

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
繁
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
秋
の

収
穫
期
と
と
も
に
、
１
年
の
う
ち
で
最
も

農
作
業
の
事
故
が
発
生
し
や
す
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
い
の

で
、
農
作
業
の
安
全
に
努
め
、
未
然
に
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

農
林
水
産
課　

農
政
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
７
１
）
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　  死亡日              氏　　　名　　  年齢　　　 区

　３．  １　　　井手口　利浩　   ８０　        白岩
　３．  ２　　　宮村　安太郎　   ９０　　    花岡西
　３．  ４　　　宮島　重光　　   ９０　　    宮崎
　３．  ４　　　永森　秋枝　　   ９４　　    白岩
　３．  ７　　　松永　マツエ　   ９０　　    田浦町２
　３．  ７　　　馬城　ツタエ　   ８７　　    湯浦東
　３．  ９　　　清永　哲也　　   ５７　　    田浦３
　３．  ９　　　山本　サツミ　   ８３　　    小田浦４
　３．１０　　　大川　榮一　　   ６７　　    高岡北
　３．１１　　　稲﨑　敏行　　   ９４　　    丸山
　３．１８　　　松本　益雄　　   ９０　　    米田
　３．１９　　　山本　トキ子　   ８２　　    伏木氏
　３．２０　　　山本　勝喜　　   ９４　　    花岡東
　３．２２　　　村田　重雄　　   ８０　　    小田浦１
　３．２６　　　松崎　シキ　　１０３　 　  湯浦南
　３．２７　　　宮下　フジエ　   ９８　　　花岡西
　３．２８　　　山下　ツギヲ　   ９４　 　   横居木
　３．２８　　　木山　明　　　   ８９　　　白木
　３．２９　　　白奥　テル子　   ８８　　　花岡西

　氏　　名　　   出生日  　性別　  保護者　　    区

濱田　龍
りゅうしん

信     　  ２．１３　  男　　広　司　　田浦町１
酒井　みなも       ２．２９　  女　　宗　俊　　田浦町１
早川　來

ら あ る

琉　       ２．２９　  男　　新　吾　　田浦町２
赤坂　悠

ゆうせい

成　　   ３．  １　  男　　一　幸　　乙千屋
山内　優

ゆ ら

空　　   ３．  １　  女　　隆　雅　　湯浦南
川口　遼

りょう

　　　   ３．１１　  男　　　智　　　道川内西
山野　翼

つばさ

　　　   ３．１２　  男　　賢　一　　田浦２
石本　環

か ん な

奈　　   ３．１４　  女　　栄　介　　高岡南
岩本　凌

りょうと

翔　　   ３．１６　  男　　英　次　　立川
渕上　心

こ は る

陽　　   ３．２０　  女　　裕　太　　湯南団地
木福　芽

め い

依　　   ３．２３　  女　　翔　吾　　白木

　人　口　　１９，６８３人　（ー１０２）
　　男　　　　９，１８０人　　（ー４５）
　　女　　　１０，５０３人　　（ー５７）
65 歳以上　　   ７，０５５人　　（＋１２）
　世帯数　　　７，５９２世帯    （ー１６）

人口の動き（H24.4.1 現在）　（　）内は前月比

お 誕 生 お め で と う
H24.3.1 〜 3.31 受付分（敬称略）受付件数 11 件

※本町窓口に届出をした人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場秘書広報係まで
　ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈りし ま す
H24.3.1 〜 3.31　受付分（敬称略）受付件数 22 件

※本町窓口に届出をした人で、掲載の承諾を得た人を掲載して
　います。

【
役
場
短
歌
会
】

感
性
を
求
め
短
歌
に
指
折
り
し
こ
の
年
月
の
流
れ
は
や
し
も　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原　

豊
德

交こ
も
ご
も々

の
思
い
は
あ
れ
ど
言
葉
な
く
妻
に
手
渡
す
ラ
ス
ト
ボ
ー
ナ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
岩　

憲
治

幾
十
年
の
思
い
出
せ
ま
る
退
職
に
心
さ
び
し
い
送
別
の
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
山　

勝
廣

嬉
し
く
も
ま
た
寂
し
く
も
退
職
の
日
が
近
づ
き
て
菜な

た
ね
づ
ゆ

種
梅
雨
ふ
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
中　

豊

定
年
の
課
長
挨
拶
二
度
と
な
い
議
政
壇
上
に
声
は
り
あ
げ
る　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迫
本　

文
雄

短

歌

【
町
民
講
座
】

「
花
す
す
き
」（
麦
水
の
句
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

優
子

書
道
（
か
な
）

【
田
浦
荘
短
歌
会
】

「
菜な

た
ね種

梅づ

ゆ雨
」
と
う
聞
け
ば
降
り
つ
づ
く
雨
も
愛や

さ

し
く
香か

の
た
つ
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
嶋　

俊
次

梅
の
花
咲
く
庭
先
に
一
羽
と
て
め
じ
ろ
の
姿
見
え
ぬ
こ
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

朝
子

梅
の
花
一
と
月
お
く
れ
て
や
っ
と
咲
く
も
い
ま
だ
に
聞
か
ぬ
鴬
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上
ス
エ
ノ

ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き
声
ま
ね
て
囃は

や

し
た
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
午
後
は
賑
わ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
上
キ
ミ
子

待
ち
待
ち
し
山
辺
の
桜
咲
き
始
む
に
送
迎
車
の
な
か
歓
声
あ
が
る　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

益
田　

直
美

問
い
合
わ
せ
先

芦
北
警
察
署
☎
（
８
２
）
３
１
１
０

芦
北
警
察
署

芦
北
消
防
署

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が

子
ど
も
を
守
り
ま
す
！

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・

有
害
情
報
を
見
せ
な
い
仕
組
み

有害情報とは・・・
　・アダルト画像
　・出会い系サイト
　・残虐画像
　・覚せい剤などの販売
　・自殺志願者募集
　・家出少女の受け入れ
　・誹謗中傷を載せた掲示板

　

こ
れ
ま
で
に
、
子
ど
も
た
ち
が
有

害
情
報
サ
イ
ト
を
見
た
こ
と
で
、
次

の
よ
う
な
相
談
が
あ
っ
て
い
ま
す
の

で
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◇
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
見
る
た
め
に

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
入
力
し
た

ら
、
入
力
し
た
連
絡
先
に
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
高
額
な
閲
覧
料
金
を
請

求
さ
れ
た
。

◇
掲
示
板
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込

ん
だ
ら
、
僕
（
私
）
を
誹
謗
中
傷
す

る
書
き
込
み
を
さ
れ
た
。

◇
出
会
い
系
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た

人
と
会
っ
た
ら
無
理
矢
理
、
売
春
を

さ
せ
ら
れ
た
。

◆
火
災
出
動
件
数
　
11
件

　
　
　（
前
年
比
４
件
増
）

◎
火
災
種
別
件
数

◆
救
急
出
動
件
数
　
７
４
７
件

　
　
　（
前
年
比
61
件
増
）

・
出
動
件
数　

７
４
７
件

・
搬
送
人
員　

７
１
４
人

◎
原
因
別
件
数

◆
救
助
出
動
件
数
　
17
件

　
　
　（
前
年
比
同
）

◇
事
故
種
別

林
野
火
災
に
注
意

　

林
野
火
災
は
、
春
先
に
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
原
因

は
山
菜
採
り
や
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
入

山
者
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
春
先
に
は
、
降
水
量
が

少
な
く
空
気
が
乾
燥
す
る
季

節
で
す
。
春
先
に
お
け
る
屋

外
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年
中
の
芦
北
消
防
署
の
火
災
・
救
急
出
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

・
建
物　
　

７
件

・
林
野　
　

１
件

・
そ
の
他　

３
件

・
電
灯
等
の
配
線　

３
件

・
コ
ン
ロ　
　
　
　

１
件

・
交
通
内
配
線　
　

１
件

・
た
ば
こ　
　
　
　

０
件

・
そ
の
他　
　
　
　

６
件

・
火
災　
　
　

１
件　

・
自
然
災
害　

０
件

・
水
難　
　
　

２
件

・
交
通
事
故　

42
件

・
労
働
災
害　

５
件

・
運
動
競
技　

５
件

・
一
般
負
傷　

86
件

・
加
害　
　
　

２
件

・
自
損
行
為　

８
件

・
急
病　
　
　

４
２
３
件

・
転
病
搬
送　

１
７
３
件

・
交
通
事
故　

５
件

・
火
災　
　
　

９
件

・
水
難
事
故　

０
件

・
機
械
事
故　

１
件

・
労
働
災
害　

１
件

・
そ
の
他　
　

１
件

編　

集　

後　

記

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
桜
が
満
開
と

な
り
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
入

学
し
た
人
、新
社
会
人
に
な
っ
た
人
、

職
場
で
異
動
が
あ
っ
た
人
、
新
た
な

目
標
を
持
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

と
思
い
ま
す
▼
芦
北
町
産
の
ク
マ
モ

ト
・
オ
イ
ス
タ
ー
が
初
出
荷
を
し
ま

し
た
。カ
キ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
な
ど
海
の
ミ
ル
ク
と

い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
栄
養
豊
富
な
食

べ
物
で
す
。
町
内
の
飲
食
店
で
こ
の

ク
マ
モ
ト
・
オ
イ
ス
タ
ー
を
食
べ
ま

し
た
。
口
い
っ
ぱ
い
に
海
の
潮
風
の

香
り
が
広
が
り
、
濃
厚
な
奥
深
い
甘

み
。
一
般
の
カ
キ
に
比
べ
味
が
濃
く

凝
縮
さ
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
高

級
な
カ
キ
の
た
め
熊
本
市
内
な
ど
に

出
荷
さ
れ
ま
す
。
芦
北
漁
協
の
八
里

組
合
長
は
「
規
格
外
の
ク
マ
モ
ト
・

オ
イ
ス
タ
ー
を
『
あ
し
き
た
牡
蠣
』

と
し
て
地
元
で
食
べ
れ
る
食
材
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
新
た
な
目
標
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
応

援
し
て
く
だ
さ
い
▼
広
報
担
当
３
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
愛
さ
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
取
材

な
ど
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
私

も
新
た
な
気
持
ち
で
広
報
リ
ス
タ
ー

ト
（
再
出
発
）。
ま
た
１
年
間
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
寺
）

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

問
い
合
わ
せ
先

芦
北
消
防
署
☎
（
８
２
）
４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

←
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芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

▲中学生の部　最優秀賞
　「私の靴」上田　まゆみ　五木中学校

◇「星野富弘の詩画と詩画公募展入賞作」
　○期間　６月 10 日（日）まで
　○休館日　第２・４月曜日　　　　　

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　

昨
年
12
月
か
ら
募
集
し
た
詩
画
公
募
展
の
入
賞
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
星
野
さ
ん
の
詩
画
と
小
学
生
か

ら
一
般
の
感
性
溢あ
ふ

れ
る
作
品
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

芦北町学校給食センター完成

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
落
成
式

を
３
月
27
日
、
花
岡
東
区
の
五
本

松
団
地
奥
の
町
有
地
で
開
催
し
、

関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

佐
敷
・
田
浦
の
両
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い
、
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
総
事

業
費
５
億
４
千
４
６
５
万
円
を
か

け
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
骨
２
階

建
て
の
新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
床
を

乾
燥
し
た
状
態
で
使
う
よ
う
に
設

計
し
た
フ
ル
ド
ラ
イ
方
式
を
採
用

し
、
熊
本
県
内
で
は
初
と
な
る
紫

外
線
を
使
っ
た
空
気
殺
菌
装
置
を

５
台
設
置
し
空
気
中
の
ウ
イ
ル
ス

も
除
菌
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

給
食
セ
ン
タ
ー
に
比
べ
、
よ
り
衛

生
的
で
作
業
効
率
に
優
れ
た
設
備

を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
子
ど
も
に
対

応
す
る
た
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
調
理

室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

落
成
式
で
竹
﨑
町
長
は
「
衛
生

管
理
の
徹
底
と
コ
ス
ト
削
減
、
環

境
へ
の
配
慮
に
重
点
を
置
い
た
施

設
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
炊

飯
施
設
を
備
え
地
元
産
米
を
使
用

し
た
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
大

１
，８
０
０
食
の
食
事
に
対
応
で

き
ま
す
。
４
月
か
ら
町
内
の
４
中

学
校
、
６
小
学
校
、
幼
稚
園
、 

支

援
学
校
（
養
護
学
校
が
４
月
１
日

に
名
称
変
更
）
に
約
１
，５
０
０

食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

薩
摩
街
道
ふ
る
さ
と
湯
の
香
ぎ
ゃ
ら
り
ー

　

湯
浦
活
性
化
協
議
会
が
湯
浦
地
区
に
展
示
し
て
い
る

町
民
の
皆
さ
ん
が
製
作
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

 

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
つ
く
り
ま
す

▶
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た

　

ア
レ
ル
ギ
ー
調
理
室

▲作業効率に優れた設備が整った調理室

（
再

生
紙

使
用

）


